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令和８年２月２日  

令和７年度 武蔵野市立第二小学校 学校評価報告書 
【評価 Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：達成がやや不十分である Ｄ：達成が不十分である】                 校長名 松原 修 
項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

豊
か
な
心 

 

友達のよさを認め、互いに

思いやりのある言葉を 

かけ合えるような指導を

行う。 

【成果】 

６ 生活安全（保護者） 

学校は、友達のよさを認め、

互いに思いやりのある行動を

とれるように指導している。 

〇肯定的評価 

(89.6→88.9→86.5→95.0→

94.8％) 
Ａ 

 

・引き続き保護者アンケートでは

高い評価をいただいている。 

 

・学校風土Ｄ調査 

この学校の児童生徒は、お互い

のことを尊重している。 

（50.7→50.9→52.1→52.7） 

 学校風土Ｄ調査の結果も向上し

ている。 

二小の子どもたちは、総じて仲が良く、友達関係は良好に見え

るので、アンケート調査の結果にはそれがよく反映していると

思われます。 

Ｒ５～Ｒ７の変化を見ると、「思う」の回答率は 46.6→56.2→

59.7 と推移しており、とくに高い評価の保護者の増加傾向が強

いようです。 

Ｒ７の回答数が少なかったことで、実際よりも高く評価され

ているように見えるのは確かかもしれませんが、良い方向に推

移しているという見方はできると思います。 

 

それぞれの長所・短所を理解し、支え合う人間関係が構築でき

るとよいです。少しずつ評価が上がってきているのは日々の取

り組みの成果と思います。 

 

思いやりのある言葉かけや行動は、大人にとっても難しいこ

とがありますから、保護者にもわかりやすく具体的に伝えて欲

しいです。言葉遣いが乱暴になるのは保護者にも原因が少しは

あるのではと思います。 

 

いじめ防止対策委員会を

定期的に実施し、いじめや

不登校等の未然防止、早期

発見・対応・解決に取り組

む。 

【成果】 

７ 生活安全（保護者） 

学校は、アンケート等を活用

し、いじめの未然防止や早期発

見及び適切な対応をしている。 

〇肯定的評価 

(65.4→71.1→71.7→81.9→

75.8％) 

 
Ｂ 

 

・昨年度は、肯定的評価が 10ポイ

ント以上増えたが、引き続き学

校の取組が保護者には見えにく

いという課題がある。 

 

・学校風土Ｄ調査 

この学校の児童生徒は、この学

校にいて安全だと感じている。 

（49.9→49.5→52.6→52.9） 

 学校風土Ｄ調査の結果も向上し

ている。 

肯定的評価が昨年度 10 ポイント以上増えたとはいえ、今年度

は一昨年に近いレベルにまで下がったのは、気になります。しか

も、上記で書いたように今年度は回答数の少なさから肯定的評

価が多いと思われるだけに、実際にはこの数字以上に肯定的評

価が減少しているかもしれません。その原因を探ることが重要

ではないかと思います。 

ただ、前項目と同様に「思う」のみをとれば、33.2→36.2→

39.9 と上昇しているので、とくに高い評価の保護者は増える傾

向にあると見てもよいかもしれません。 

子どもたちが安全と感じる傾向は強まっているようなので、

引き続き子どもとクラス・学年・全児童のウェルビーイングを念

頭に指導していかれることを期待します。 

 

誰もが安心して通える学校づくりを目指し、日々先生方が子

どもや保護者の対応をなさっていることが、アンケートの自由

記載から伝わってきました。 

 

加害者、被害者、傍観者、どちらにもならないようにどうする

べきか難しい課題ですが、毎日楽しい学校生活が過ごせるよう

にお願いいたします。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・学校風土Ｄ調査を継続し、その結果を教育活動の改善に活用する。  ・武蔵野市いじめ防止基本方針の改定に合わせ、本校の方針も改定する。 

・学校評価については、紙面とフォームを併用して回答率の向上を図る。あわせて、保護者への周知方法や連携のあり方を工夫していく。 
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項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

確
か
な
学
力 

 

カリキュラム・マネジメン

トを工夫し、意図的、計画

的かつ効果的な学習を展

開するとともに、高学年の

教科担任制に取り組む。 

【成果】 

１ 学習活動（保護者） 

お子さんは授業を楽しく 

受けている。 

〇肯定的評価 

(94.7→90.4→88.6→92.2→

91.1％) 

２ 学習活動（保護者） 

お子さんは学年相応の学力

が身に付いている。 

○肯定的評価 

(89.6→83.4→88.0→84.3→

83.9％) 

【課題】 

３ 学習活動（保護者） 

お子さんは、家庭での学習 

習慣が身に付いている。 

○否定的評価(9.6→ 23.9→

26.2％) 

Ｂ 

 

・学校風土Ｄ調査 

学校の授業は楽しい。 

（51.1→50.8→52.2→52.3 

 学校風土Ｄ調査の結果も向上し

ているが、高学年はやや低くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

・家庭での学習習慣については、

学校と家庭の役割分担を考えな

がら、家庭と連携した取組を工

夫していく。 

保護者と子ども自身の調査結果からみた授業の楽しさ

は、この数年ほぼ横ばいで安定しているとみて良いと思

います。それに対し、保護者からみた学力は（年による

変動はあるものの）若干ながら低下傾向の兆しも見えま

す。家庭での学習習慣への否定的回答が増えているのも

気になります。 

ただ、学力や家庭学習は保護者の評価基準が高いこと

も影響するので、実際に低下しているかどうかの見極め

には気を付けたほうがよいと思います。 

個別最適な学びと協働的な学びの後押しに力を入れな

がら、楽しさが学習成果につながるための工夫を追究し

ていければと感じました。 

 

ＩＣＴ機器を正しく、有効

に活用できる指導計画を

作成し、効果的な授業を行

う。 

【成果】 

４ 生活安全 

お子さんは、ルールを守って

学習者用コンピュータを使用

している。 

○肯定的評価(81.3→87.6→

84.7％) 

○わからない(11.1→ 6.8→

7.7％) 

Ａ 

 

・学習者用コンピュータのルール

については、学校でも家庭でも、

定期的に振り返ることで意識さ

せることができる。学級や家庭

ごとに、取組の差が大きくなら

ないよう、引き続き指導を継続

していく。 

肯定的評価の割合が 8 割以上で安定していること、と

くに「思う」の割合は上昇傾向にあることから、学習用

コンピュータのルールは多くの子どもたちに浸透してい

ると考えて良いと思います。 

一方で、「分からない」の回答が毎年 1 割弱あるのは、

気になりますね。保護者の方々は、学校で子どもたちに

指導している「ルール」を正確にご存じなのでしょうか。

保護者向けの連絡ツール、二小だより、保護者会など、

あらゆる機会で「ルール」を伝えて、学校と保護者で共

有していくことが必要だと考えます（すでに実践されて

いるのであれば、ご放念ください）。 

 

保護者の中にもわからないことがあると思うので、同

時進行で親子も理解し合えるようになってほしい。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・家庭学習の習慣化に向けて、単なる宿題の増量による解決を図るのではなく、まずは授業の充実によって児童の学習意欲を喚起することに注力す

る。その上で、保護者会や個人面談等の機会を通じて家庭との連携を深め、生活リズムの改善や学習環境の整備について共通理解を図る。 

・あわせて、児童が自ら時間を計画的かつ有効に活用できるよう、具体的な時間の使い方の指導を継続していく。 
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項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

健
や
か
な
体 

 

運動に親しむ態度を養い、

体力の向上に努める。 

【成果】 

８ 健康体力（保護者） 

学校は、体育の授業、休み時

間の外遊びを通して、運動に親

しむ態度を養い、体力の向上に

取り組んでいる。 

〇肯定的評価 

(90.2→90.7→89.5→94.7→

92.3％) 

Ａ 

 肯定的評価が高い水準で推移しており、とくにこ

の 3 年間は「思う」の回答率が上昇傾向にあります。

このまま、体力向上に向けた活動を継続していかれ

ることが良いと思います。 

しいて言えば、運動が苦手な子や外遊び志向の弱

い子に対して、かえって苦手意識が芽生えたり学校

生活に消極的になったりしないよう、外で体を動か

すことの喜びを味わえるような指導上の工夫が必

要と感じました（素人的な発想ですが）。 

 

8・9 について 

乳幼児期から戸外で十分に身体を動かして遊ぶ

ことが減少し、身体づくりは課題になっています。

体力が集中力やすべての土台となるので、園でも活

動の工夫をしていますが、保護者への啓発も重要で

す。小さいころからの習慣も大きいと思います。小

学校と連携してできることがあれば考えていきた

いです。 

 

酷暑のため水泳の授業ができないことが気にな

ります。 

もしもの時に備えて着衣水泳の体験をお願いし

たい。 

 

生活リズム表の効果的な

活用を進める。 

【成果】 

９ 健康体力（保護者） 

学校は、生活リズム表や日々

の指導を通して、児童が自らの

健康に気を付け、正しい生活習

慣を身に付けるよう指導して

いる。 

○肯定的評価(81.6→92.5→

94.4％) 

Ａ 

 肯定的評価が上昇傾向にあり、とくに「思う」の

割合が飛躍的に上昇しているので、学校の指導が保

護者に十分に共有されているものと思います。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・着衣泳については、原則として毎年度実施する。ただし、天候や水温等の状況により実施を見送らざるを得ない場合がある。 

・外遊びの指導については、一律の強制ではなく、児童が主体的に判断し、行動を選択できる指導体制へと移行を図る。 

・戸外で体を動かす喜びを享受できるよう、指導内容の充実を図るとともに、近隣のこども園・保育園との連携や保護者への啓発活動を推進する。 
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そ
の
他 

 

開かれた学校づくり協議

会の活動の様子を発信す

る。 

 

各種たよりやホーム ペ

ージ等の活用、積極的な情

報発信については、肯定的

評価が、 

R5 96.2％、R6 96.8％ 

だったため、今年度は開か

れた学校づくり協議会に

ついて尋ねた。 

【成果】 

10 その他（保護者） 

 

○肯定的評価(57.3％) 

○わからない(25.8％) 

Ｃ 

 

・今年度新たに設定した項目であ

る。協議会の事前、事後の周知

について、次年度以降改善して

いく。 

 

 

「開かれた学校づくり協議会」が何のためにある

のか、実際にどのようなことを行っているのか、な

どを保護者会や学校だよりを通して説明したり、

（自分の首を絞めるようですが(笑)）全校保護者会

のような場で会長やコーディネーターが挨拶する

とか、できるだけ身近なものと理解していただく努

力が必要でしょうか。 

 

今年度はスタートカリキュラムの話をしている

ので、小学校の保護者だけでなく、地域の保育施設

にも取り組みを知らせることができるとよいと思

っています。 

 

まだ、知らない方が多いのは残念です。 

 

適切に児童や保護者の相

談にのり、対応する。 

【成果】 

11 その他（保護者） 

学校は、適切に児童や保護者

の相談にのったり、対応したり

している。 

○肯定的評価(87.9→91.１％) 

Ａ 

 「思う」だけを取り出すと、さらに評価が高いこ

とがうかがわれます。このように肯定的評価が高く

なった要因として、次のことが考えられると思いま

す。 

子どもたちや保護者の方々を支援する学校の姿

勢や方法が充実してきた。 

上記の姿勢や方法が、今まで以上に保護者に理解

されるようになった。 
 

「親身」より「適切」という言葉のほうが、肯定

的評価を誘発しやすい。 

先生方のご苦労は多いものと拝察しますが、今後

とも、子どもや家庭を支える学校という位置づけが

充実していくとよいと思います。 
 

様々な不安や心配事のある児童と保護者に寄り

添った対応をお願いしたい。 

昨年度に比べて、児童・生

徒と向き合う時間が増え

た。 

【結果】 

〇肯定的評価が、77.7％であっ

た。 
Ｂ 

・生活時程表の見直し等を行い、

肯定的評価が増えるように改善

していく。 

 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・「開かれた学校づくり協議会」の趣旨や活動内容について、保護者会等の機会を通じて周知を図る。あわせて、広報紙（開かれ通信（仮））を定期的

に発行し、情報の共有に努める。 

・児童と協議会委員による意見交換の場を設定し、学校運営に児童の視点を取り入れるとともに、地域住民との交流を促進する。 

・不安や悩みを抱える児童及び保護者に対し、引き続き個別の状況に即したきめ細かな支援を行い、安心感の醸成に努める。 


